
　

今
月
は
、神
様
も
年
に
一
度
の
出
雲
ご
出
張
。

さ
あ
、
我
々
も
あ
や
か
っ
て
秋
の
行
楽
だ
！
　

　

行
楽
と
い
え
ば
や
っ
ぱ
り
テ
ー
マ
パ
ー
ク
。

す
こ
し
前
だ
が
、
筆
者
も
「
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
」

（
Ｈ
Ｔ
Ｂ
、佐
世
保
市
）へ
で
か
け
た
。

　

Ｈ
Ｔ
Ｂ
に
は
、
神
近
義
邦
社
長（
当
時
）と
い

う
大
ボ
ス
が
一
人
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
つ
ま
り

ハ
ウ
ス
ワ
ン
ボ
ス
。
神
近
氏
は
、
　

年
に
前
身
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「
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
」を
開
業
さ
せ
た
方
だ
。

　

日
本
に
も「
博
物
館
明
治
村
」（
昭
和
四
〇
）な

ど
、
い
わ
ゆ
る
テ
ー
マ
パ
ー

ク
は
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
的
テ

ー
マ
パ
ー
ク
の
草
分
け
は
、
　

年
に
開
業
し
た
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「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
」（
Ｔ
Ｄ
Ｌ
、
千

葉
県
浦
安
市
）
で
あ
る
。
Ｔ
Ｄ
Ｌ
は
、
開
業
以

来
一
八
年
間
に
二
億
六
三
〇
〇
万
の
入
場
者
を

集
め
健
闘
が
続
く
。
　
　
　

　

こ
の
三
月
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・

ジ
ャ
パ
ン
」（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
、
大
阪
市
）
が
、
鳴
り
物

入
り
で
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。

観
客
入
場
数
は
、
八
月
半
ば
に
年
間
目
標
の
半

数
に
当
た
る
四
〇
〇
万
人
に
達
し
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、九
月
四
日
、Ｔ
Ｄ
Ｌ
に
隣
接
し
て
、

「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
」（
Ｔ
Ｄ
Ｓ
）が
開
業
し

た
。
こ
ち
ら
は
宿
泊
型
で
、
シ
ョ
ー
や
グ
ル
メ

も
楽
し
め
る
。
お
酒
も
Ｏ
Ｋ
。

　

八
月
四
日
、
初
日
の
入
場
券
を
発
売
し
た
と

こ
ろ
、
発
売
開
始
時
間
午
前
七
時
の
前
に
四
五

〇
名
の
行
列
が
で
き
、
二
時
間
で
完
売
し
た
そ

う
な
。
ご
苦
労
さ
ま
。「
変
人
」
小
泉
総
理
で
さ

え
、
靖
国
参
拝
の
日
を
変
え
た
と
い
う
の
に
。

　

さ
て
、
国
内
に
は
既
に
六
〇
以
上
、
九
州
域

内
に
も
大
小
二
〇
を
超
え
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が

あ
る
と
い
う
。

　

Ｔ
Ｄ
Ｌ
の
成
功
と
バ
ブ
ル
が
災
い
し
て
、「
テ

ー
マ
パ
ー
ク
を
作
れ
ば
人
が
集
ま
る
」
と
自
治

体
な
ど
が
勘
違
い
し
、
地
元
企
業
な
ど
と
第
３

セ
ク
タ
ー
を
作
っ
た
。
乱
立
気
味
の
テ
ー
マ
パ

ー
ク
の
多
く
が
今
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

九
州
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
も
例

外
で
な
い
。
観
客
減
少
、
多
額
の

債
務
超
過
、
新
規
投
資
不
能
、
運

営
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
な
ど
で
、
殆
ど
が
悪
戦
苦
闘

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
実
情
を
見
よ
う
。

　

ま
ず
は
先
述
の
「
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
」。
前

身
の「
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
」を
吸
収
し
、
神
近
義

邦
氏
を
社
長
に
　

年
に
開
業
。
　

年
度
の
入
場
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者
数
四
二
五
万
を
ピ
ー
ク
に
下
降
を
続
け
、
昨

年
度
は
三
九
〇
万
人
の
予
想
が
三
七
六
万
人
。

開
業
時
の
入
場
者
数
に
戻
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

神
近
氏
が
退
任
し
、
銀
行
か
ら
債
権
放
棄
を

取
り
付
け
、
和
才
昌
二
新
社
長
の
も
と
「
ニ
ュ

ー
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
」
再
建
５
カ
年
計
画
を
、

昨
年
度
か
ら
発
足
。
今
年
の
株
主
総
会
で
は
、

森
山
道
壮
氏
に
再
度
社
長
交
代
し
た
。
今
年
四

月
か
ら
入
場
料
等
の
改
定
や
、
希
望
退
職
者
募

集
を
発
表
し
、
経
営
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
昨
年
サ
ミ
ッ
ト
の
外
相
会
議
が
開
催

さ
れ
た
宮
崎
市
の「
シ
ー
ガ
イ
ア
」は
ど
う
か
。

　
　

年
七
月
、
リ
ゾ
ー
ト
法
第
１
号
指
定
、
総

'88
工
費
二
〇
〇
〇
億
円
で
計
画
開
始
。
宮
崎
県
、

宮
崎
市
、
地
元
経
済
界
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
国
際

観
光
が
出
資
し
て
第
３
セ
ク
タ
ー
「
フ
ェ
ニ
ッ

　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

ク
ス
リ
ゾ
ー
ト
」（
佐
藤
棟
良
社
長
）
を
設
立
。
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年
、「
オ
ー
シ
ャ
ン
ド
ー
ム
」、
　

年
、
ホ
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テ
ル
な
ど
の
施
設
オ
ー
プ
ン
。
　

年
の
決
算
で
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累
積
赤
字
一
一
一
五
億
円
を
計
上
し
、
銀
行
融

資
停
止
。２
０
０
０
年
四
月
、木
許
英
太
郎
氏
に

社
長
交
代
。
累
積
赤
字
が
一
二
一
八
億
円
に
膨

張
し
、借
り
入
れ
総
額
が
二
七
六
二
億
円
に
。

　

同
社
は
自
主
再
建
を
断
念
、
今
年
二
月
宮
崎

地
裁
に
会
社
更
正
法
の
適
用
の
申
し
立
て
を
し

た
。
現
在
、
米
国
の
投
資
会
社
「
リ
ッ
プ
ル
ウ

ッ
ド
」
に
よ
る
再
建
計
画
が
進
ん
で
い
る
。

　

九
州
域
内
で
は
、
こ
の
ほ
か
別
府
の
観
光
ホ

テ
ル
の
大
手
「
杉
乃
井
ホ
テ
ル
」、
嬉
野
観
光

の
「
肥
前
夢
街
道
」、大
牟
田
市
「
ネ
イ
ブ
ル
ラ

ン
ド
」、荒
尾
市
の「
ア
ジ
ア
パ
ー
ク
」の
経
営
破

綻
な
ど
、よ
い
ニ
ュ
ー
ス
が
見
当
た
ら
な
い
。

　

北
九
州
市
の「
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
」も
、
観

客
数
が
伸
び
な
い
。「
驚
き
と
感
動
の
他
に
、
楽

し
く
学
ぶ
要
素
を
加
え
る
」（
川
村
祐
三
社
長
）

こ
と
で
、
入
場
者
の
増
加
を
図
る
。
具
体
的
に

は
、
開
催
中
の「
北
九
州
博
覧
祭
」の
た
め
に
建

設
さ
れ
た
施
設
を
、「
環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と

し
て
来
年
四
月
正
式
オ
ー
プ
ン
す
る
。
博
覧
祭

の
入
場
者
も
予
想
の
六
、
七
割
程
度
。

　

テ
ー
マ
パ
ー
ク
不
振
の
原
因
は
何
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、最
大
の
原
因
は
、バ
ブ
ル
崩
壊
に

よ
る
日
本
経
済
の
停
滞
で
あ
る
。
国
民
の
レ
ジ

ャ
ー
支
出
は
減
少
し
、『
レ
ジ
ャ
ー
白
書
２
０
０

１
』
に
よ
る

と
、「
レ
ジ
ャ

ー
よ
り
仕

事
」
派
の
人
が
増
加
し
、
　

年
以
前
に
戻
っ
た
。
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し
か
し
、
バ
ブ
ル
は
異
常
で
、
そ
れ
以
外
に

も
原
因
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ず
さ
ん
な
入
場
者

予
測
、
経
済
見
通
し
の
甘
さ
、
唯
我
独
尊
の
事

業
計
画
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
対
す
る
認
識
の
欠

如
、
社
員
教
育
の
不
徹
底
、Ｐ
Ｒ
不
十
分
等
々
。

　

第
３
セ
ク
タ
ー
な
る
も
の
は
、
出
向
者
で
構

成
さ
れ
、
筆
者
の
経
験
で
も
得
て
し
て
無
責
任

体
制
と
な
る
。
役
人
に
は
サ
ー
ビ
ス
業
は
向
か

な
い
。
資
金
を
投
入
し
施
設
を
「
作
り
さ
え
す

れ
ば
人
は
集
ま
る
」
と
い
う
、
安
易
で
横
並
び

の
発
想
が
最
初
か
ら
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

だ
か
ら
、
改
善
の
糸
口
も
ま
さ
に
そ
こ
に
あ

る
。
新
九
州
国
際
空
港
の
建
設
が
論
議
さ
れ
た

と
き
、九
州
が
一
つ
で
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。

　

今
、
政
府
の
地
方
制
度
調
査
会
で「
道
州
制
」

が
本
格
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
観
光
産
業
に

と
っ
て
も
、各
県
レ
ベ
ル
よ
り
上
の
、九
州
州

（
？
）レ
ベ
ル
の
視
点
と
権
限
で
ア
ド
バ
イ
ズ
で

き
る
機
関
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
う
一
つ
。
九
州
だ
け
考
え
る
と
、
首
都
圏

や
京
阪
神
地
区
の
人
口
に
遠
く
及
ば
な
い
。
と

す
れ
ば
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
お
客
様
を
呼
び
込
む

以
外
に
な
い
。
昨
年
、
中
国
で
は
日
本
へ
の
観

光
旅
行
が
解
禁
さ
れ
た
。韓
国
や
台
湾
か
ら
は
、

既
に
多
く
の
観
光
客
が
九
州
を
訪
れ
て
い
る
。

　

一
昨
年
の
訪
日
外
国
人
四
四
四
万
人
は
、
世

界
的
に
は
第
　

位
と
極
め
て
低
い
。
日
本
人
海

36

外
旅
行
者
数（
平
成
　

年
一
七
八
二
万
人
）と
較

12

べ
て
も
、
あ
ま
り
に
も
不
均
衡
。
し
か
し
、
ア

ジ
ア
地
域
か
ら
の
旅
行
者
が
六
割
を
占
め
、
特

に
中
国
か
ら
の
伸
び
が
大
き
い
。
彼
ら
は
テ
ー

マ
パ
ー
ク
や
温
泉
に
大
き
な
関
心
を
示
す
。

　

昨
年
五
月
開
催
さ
れ
た
「
観
光
産
業
促
進
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
外
国
人
の
訪
日
促
進
を
図
る

「
新
ウ
エ
ル
カ
ム
プ
ラ
ン
　

」が
採
択
さ
れ
た
。

21

そ
の
中
に
は
、「
東
ア
ジ
ア
広
域
観
光
交
流
構
想
」

と
い
う
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
が
、
日
本
旅
行
に
満

足
し
て
帰
国
す
る
か
ど
う
か
は
、
サ
ー
ビ
ス
業

関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
一
般
市
民
の

態
度
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
市
民
が
彼
ら
に
親
し
く
声
を
か
け
て
い

る
の
を
、
残
念
な
が
ら
見
た
こ
と
が
な
い
。

　

彼
ら
は
、
か
け
が
え
の
な
い
日
本
の
お
客
様

で
あ
り
友
人
で
あ
る
。
政
府
も
も
っ
と
中
国
や

韓
国
の
人
々
の
感
情
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。

　

色
々
な
支
援
を
行
い
、
彼
ら
に
経
済
的
ゆ
と

り
が
で
き
れ
ば
、
日
本
へ
の
潜
在
的
旅
行
者
の

数
は
無
限
で
、
首
都
圏
人
口
の
比
で
は
な
い
。

彼
ら
が
日
本
旅
行
に
満
足
し
て
帰
れ
ば
我
々
に

と
っ
て
も
得
策
で
、
友
好
と
相
互
理
解
の
最
高

の
手
段
と
な
る
。
身
近
な
国
際
交
流
で
あ
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
で
大
切
な
の
は
、
手
を
か
け
る

こ
と
、心
を
尽
く
す
こ
と
。つ
ま
り
人
で
あ
る
。

　

皆
さ
ん
、
も
し
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
も
、
く
よ

く
よ
す
る
こ
と
な
ん
か
あ
り
ま
せ
ん
ぞ
。
元
部

長
だ
な
ん
て
格
好
つ
け
ず
、
躊
躇
す
る
こ
と
な

く
サ
ー
ビ
ス
業
に
転
職
し
、
も
う
一
度
こ
の
こ

と
を
実
践
し
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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